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■ 原 著
親との死別と悲嘆への適応プロセス
―中年期以降における死別の分析から―
中山千秋 1）　小西聖子 2）
1）武蔵野大学心理臨床センター
2）武蔵野大学人間科学部
抄録
目的：本研究の目的は、中年期以降の親との死別という通常の悲嘆（愛着対象を喪失することに
よる重篤ではない悲嘆）について、その適応プロセスを明らかにすることである。
対象と方法：親との死別から 2 年を経過していない 40 歳以上の男女 10 名を対象とし、半構造化
面接にてデータ収集し、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の手法を用い
て分析した。
結果：中年期以降の親との死別における悲嘆とその適応プロセスには、「感情」「行動・生活」の
大きく 2 つの流れがあることが示された。感情の流れとしては死別直後の気持ちの揺らぎがあり、
気持ちが落ち着く頃には新たな関心が生じる。また行動・生活の流れとしては、葬儀や各種手続
きをこなしながら生活を送り、その後手続きが一段落した後の生活を送るようになることが明ら
かにされた。
考察：本研究の結果から、通常の悲嘆の中にも様々な気持ちの揺らぎの形があるなど多様性があ
ること、また自己についての感じ方や人間関係が変化するといった世界の再構成が活発に行なわ
れていること、さらに悲嘆の複雑化への防御因子のいくつかが示唆された。
１．問題と目的
（1）問題意識と背景
現代の日本では、核家族化や家族の個人化といった家族規模の縮小と超高齢化が進行し、死を
経験する機会や死を語ることが少なくなった。親しい者との死別が身近ではなくなる中、死別に
関する研究は多く行われてきた。例えば配偶者や子どもとの死別、遺児の研究など、死別により
影響を受ける家族を対象としたもの、がん等の病気や自死による死別など、死の原因による研究、
さらに死別を経験した者に対する心理療法など、多方面に渡る研究が行われてきた。また国内では、
阪神・淡路大震災や地下鉄サリン事件などをきっかけとして、こころのケアが注目されるように
なり（加藤 , 2018）、親しい者の死によって引き起こされる悲しみやつらさは、誰もが持つ感情で
あることがあらためて注目され、それらは「悲嘆（grief）」として研究されるようになった。
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（2）悲嘆の定義
ここで悲嘆の定義であるが、Neimeyer（2002 鈴木訳 2006）は悲嘆について、「大きな喪失体
験により、身体、感情、認知、精神、行動面に影響をきたし、そのことで一身上にあらわれるあ
らゆる反応」と定義している。また Worden（2008 山本監訳 2011）は、複雑でない悲嘆（uncomplicated 
grief）について、「喪失の後に共通してみられる多様な感情や行動をすべて含む」ものとして、「感
情」、「身体感覚（身体症状）」、「認知」、「行動」の 4 つのカテゴリーに区分して説明している。こ
のように多くの研究者が「悲嘆」について、感情面を表すものにとどまらず、身体面や行動面など、
死別に対する様々な反応を概念に含めていることに鑑み、本研究においては悲嘆を、「死別に伴う
感情的、認知的、身体的及び行動的反応」と定義する。
（3）本研究の目的
これまでの悲嘆研究については、その解決までのプロセスを扱った研究が多く行われている
（Sanders, 1992 白根訳 2000; Parkes, 1996 桑原・三野訳 2002; 小西・白井 , 2007 など）。一方で、
Stroebe と Schut（1999）のように、悲嘆のプロセスは直線的にゴールに向かうのではなく、揺ら
ぎを経験しながら回復するものであるという「二重過程モデル」を提唱した研究もある。1990 年
代には、急性期の悲嘆が長期化するような通常でない悲嘆が注目され、「複雑性悲嘆（complicated 
grief）」として研究されるようになった（Nakajima, 2018）。
これまで悲嘆に関する研究は数多く行われてきたが、複雑性悲嘆といった重篤な悲嘆が対象と
なることが多く、そうではないレベルの悲嘆を扱うものは少ない。また Bowlby（1980）は悲嘆に
ついて、愛着対象の喪失による反応としているが、愛着対象を喪失しても重篤にはならない悲嘆
もあると考えられる。そこで、本研究では愛着対象を喪失することによる重篤ではない悲嘆を「通
常の悲嘆」とし、通常の悲嘆とはどのようなものかについて明らかにする。さらに通常の悲嘆を
明らかにすることにより、悲嘆が複雑化しにくい要因のいくつかを浮き彫りにすることを目的と
する。
では、どのような悲嘆が通常の悲嘆と言えるのだろうか。Fujisawa et al.（2010）は、40 歳以上
で死別を経験した人のうち、複雑性悲嘆のリスクがある人は約 25％であると指摘している。した
がって、７割以上の人は通常の悲嘆を経験していると考えられる。ここで、40 歳以上の人が経験
しやすい愛着対象の喪失とは親との死別と考えられるため、本研究では、中年期以降（中年期と
老年期）における親との死別を対象とし、その悲嘆のありようと適応プロセスを明らかにするこ
とを目的とする。
２．方法
（1）研究デザインとデータ収集及び分析方法の選択
本研究は、その目的から死別による詳細な体験をもとに分析していくため、データ収集方法は
面接法とし、分析方法は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下 M-GTA）を採用し
た。M-GTA は、対象とする現象がプロセス的性格を持っている研究や社会的相互作用に関わる研
究に適しており、分析対象とするデータを限定し、その限定的データ内において意味のあるまと
まりを一つの分析単位として概念化し、理論生成する方法である（木下 , 1999、2003）。
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（2）研究対象者
研究対象者は、親と死別した経験のある中年期以降（対象年齢 40 歳以上）の男女であり、死別
からの経過期間は 2 年未満の者とした。
対象者の募集にあたっては、がん遺族会青空の会（東京都）に協力依頼し、他の対象者は機縁
法により依頼した。なお、高齢者の死因は多様であることに鑑み、死因は問わないこととした。
また精神的健康尺度（GHQ-12）4 点以上、抑うつ尺度（CES-D）16 点以上、複雑性悲嘆尺度（ICG）
26 点以上を除外基準として設定した。なお、本研究は、調査実施機関である武蔵野大学倫理員会
の審査を受け、承認を得て実施された（受付番号 30010）。
対象者の条件に合致する者を募集し、がん遺族会から 4 名、機縁法により 6 名の協力が得られた。
概要は、Table 1 に示す通りである。面接は 1 人１回、面接時間は 60 分～ 144 分、平均は 88 分であっ
た。なお、配偶者と死別した経験がある者が 5 名おり、本研究の対象者の半分が、配偶者との死
別経験があるという特徴がある。また、特定の宗教を信仰している者はいない。
Table １　対象者の概要
ID 年代 性別
死別
した親
死別時
の親の
年齢
死因
死別からの
経過年数
親との死別時の
居住形態
介護年数 就労
A 60歳代 女性 母親 96 老衰 1年4ヵ月 別居・近距離 2年 有
B 60歳代 女性 父親 86 老衰 9ヵ月 別居・遠距離 - 有
C 50歳代 男性 父親 77 癌 8ヵ月 別居・遠距離 - 有
D 40歳代 女性 父親 72 癌 9ヵ月 別居・近距離 1年 有
E 50歳代 男性 父親 83 心疾患 10ヵ月 別居・遠距離 - 有
F 60歳代 男性 父親 92 肺炎 1年1ヵ月 別居・遠距離 - 無
G 40歳代 女性 父親 78 肺気腫 1年4ヵ月 別居・遠距離 - 有
H 50歳代 女性 父親 88 敗血症 1年10ヵ月 別居・近距離 - 有
I 40歳代 女性 母親 75 老衰 2ヵ月 別居・近距離 - 有
J 60歳代 女性 母親 90
呼吸器
不全
3ヵ月 別居・遠距離 8年 有
※居住形態の近距離とは、片道１時間以内の距離であり、１時間を超える場合は遠距離と分類している。
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（3）データ収集方法
研究協力の同意が得られた方を対象に、質問紙への回答により除外基準に該当しないことを確
認の上、半構造化面接を実施した。面接場所は、プライバシーが守られる貸会議室で行い、内容
は対象者の同意を得て IC レコーダーに録音した。面接は 1 回であり、期間は 2018 年 6 月～ 9 月
である。
（4）質問内容
死別した親との関係性、死別前の状況、死別直前と死別直後の様子、死別後から現在までの故
人への思い・自身の気持ち・身体・行動の変化について、順番に質問している。
（5）分析手順
M-GTA の分析は、あらかじめ設定した分析テーマ、分析焦点者に即して分析概念を生成し、複
数の概念間の関係を解釈的にまとめていくものである。本研究では、分析テーマを「親との死別
に伴い、感情、認知、身体及び行動においてどのような反応があり、対処していくのか、その一
連の過程」と設定し、分析焦点者を「中年期以降に実の親と死別して 2 年未満の者」と設定して、
分析焦点者ごとに分析を行った。分析手順は以下の通りである。
①　半構造化面接を行い、データから逐語録を作成した。
②　語りが豊富かつ、バランスの取れた内容の対象者を１例目の分析焦点者に設定した。
③　 データを熟読し、対象者の語り全体の文脈に注意しながら、分析テーマに関連があると思
われる部分に注目し、具体例を抽出した。
④　具体例の背後にある意味の流れを読み取り、解釈を文章化し定義を決定した。
⑤　具体例、定義から解釈を進め、その意味を適切に表現する概念を精製した。
⑥　 １つの概念に対して１つの分析ワークシート作成し、概念名、概念の定義、具体例、理論
的メモを記入し、類似例、対極例を検討した。
⑦　 1 例目の分析を終了した後、同じ方法で 2 例目以降の分析に進み、具体例をワークシート
に追加し、新たな概念は追加した。
⑧　 概念間の関係性を個々の概念を見ながら検討し、類似するものをまとめ、抽象度を高めな
がら、複数の概念からなるカテゴリーを生成し、概念、カテゴリー相互の関係から、コアカ
テゴリーを生成した。
⑨　 概念とカテゴリー、コアカテゴリーの相互関係と時間的な流れを考慮しながら分析結果を
まとめ、親との死別後の悲嘆の変容プロセスについて結果図を作成し、簡単に文章化したス
トーリーラインを記述した。
３．結果
（1）ストーリーライン
生成された概念は 30 概念で、うち 28 概念から 9 カテゴリーが生成され、残りの 2 概念は、カ
テゴリーと同等の説明力を持つものであった。さらにそこから4つのコアカテゴリーが生成された。
カテゴリーと概念の詳細は、Table 2 に示した通りである。 
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プロセスの全体像を図示したものが、Figure 1 である。Figure 1 では、データから生成したカ
テゴリー間及びコアカテゴリー間の相互の影響関係や変化の方向を矢印で示している。以下にス
トーリーラインを示す。なお、文中に『　』で示した部分はコアカテゴリー、【　】はカテゴリーを、
＜　＞は概念を意味する。
親との死別を経験した後は、「感情」と「行動・生活」の大きく分けて 2 つの流れがある。まず「感
情」の流れとしては、『死別直後の気持ちの揺らぎ』が生じる。しかし、ここでは気持ちが揺らぐ
経験と、気持ちがあまり変わらない経験の 2 つの流れがある。気持ちが揺らぐ経験は、【受け入れ
がたい気持ち】と【肯定的な認知】の間を揺れ動きながら、徐々に親の死を受け入れていく。他方、
気持ちが揺らがず、＜あまり変わらない気持ち＞のまま親の死を受け入れていく者もいる。そして、
気持ちが落ち着いたころには、いずれの流れからも『新たな関心』が生じる。【自分の死の意識化】
が行われ、遺された親、きょうだい、配偶者、子どもなど【遺された家族に向かう関心】が強くなっ
ていく。
次に、「行動・生活」の流れとしては、『葬儀や各種手続きをこなしながらの生活』を送ること
となる。死別直後から葬儀社と葬儀の準備の打ち合わせが始まるなど、慌ただしく悲しむ暇もな
いままに生活しながらも冷静な対応をするといった【葬儀前後の慌ただしい生活と冷静な対応】
がみられ、時間の経過とともに【落ち着きを取り戻しつつも負担となる手続き】に追われる生活
が続く。その間、【故人を思い出す行動】を取り入れながら生活は続いていくが、中には写真や思
い出の場所など＜故人を思い出すものの回避＞をしながら生活する者もいる。その後、『手続きが
一段落した後の生活』について、多くの者は【あまり変わらない生活】を送るなど落ち着きを取
り戻していくが、中には＜張り合いのない生活＞や＜休みなく動き続ける生活＞といった【変動
がある生活】を送る者もいる。なお、これらの「感情」と「行動・生活」の流れは、それぞれが別々
の経過をたどるのではなく、相互に関わり合いながら適応していくと考えられる。
このように、親との死別を経験した後の悲嘆への適応プロセスとして、感情や思考、行動面の
特徴が明らかにされた。また当初予定していた身体面の変化は、概念として見いだされなかった。
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Table 2　中年期以降における親との死別後の悲嘆とその適応プロセスを構成するカテゴリーと概念
コアカテゴリー カテゴリー 概念 定義
《感情の流れ》
死別直後の気持
ちの揺らぎ
受け入れがたい気持ち
後悔
死別した親のため，または自分や遺された家族のために，「死別
前にああしておけばよかった」という後悔の思いのこと。
悲しくつらい気持ち
親が死んだことや死別の状況に対する悲しくつらい気持ちのこ
と。
もう少し生きていてほしかったと
いう思い
まだ亡くなると思っていなかった，もう少し生きていてほし
かったと思うこと。
寂しい気持ち 日常生活の中で，ふと感じる寂しい気持ちのこと。
自責の念
自分がしなかったことがいけなかったなど，自分の行動を強く
責める気持ち。
肯定的な認知 死後の世界での幸せを願う 死後の世界で幸せに過ごすことを願うこと。
いい引き際，いい人生だったとい
う思い
いろいろなことを考えると，ちょうどよい引き際であったので
はないか，また振り返ってみると，幸せな人生，立派な人生だっ
たのではないかと肯定的に捉えること。
死別した親への感謝
生きる見本を見せてくれたことや，長期間の介護や経済的負担
がない形で見送ることができたことへの感謝。
これでよかったのだと信じ切るこ
と
後悔の気持ちはあってもそれを考えないようにすることや，で
きる限りのことはやったと納得しようとする気持ち。
親子関係の肯定的な捉え直し
否定的に捉えていた親に対して，死別後，親との関係を肯定的
に捉え直すこと。
自責感を納得させる思い
死別を通して生じた自責感はあるが，前向きな意味づけが行わ
れ，部分的にでも納得できるようになること。
※あまり変わらない気持ち
親との死別後も悲しみをほとんど感じていないなど，気持ちの
変化があまりないこと。
新たな関心 自分の死の意識化 人生に終わりがあることへの直面
化
親が今の自分の年齢だった頃のことや，親の亡くなった年齢や
病気を意識し，残りの人生が限られていると自覚すること。
自分の死への関心と準備
自分の死に向かう人生への関心や，死に向かって準備しておく
こと，そして自分がどう最期を迎えるかに関心が向くこと。
遺された家族に向かう
関心
遺された親への積極的なかかわり
遺された親のことがなんとなく気がかりで，頻繁に連絡を取っ
たり実家に行ったりすること。
遺された家族に対する強い思い
遺された家族を大切にしようとする気持ちが芽生え，一緒に行
動したり頻繁に連絡を取ったりするようになるなど，関係が密
接になること。
《行動・生活の流れ》
葬儀や各種手続
きをこなしなが
らの生活
葬儀前後の慌ただしい
生活と冷静な対応 葬儀の準備などの慌ただしさ
死別直後は通夜や葬儀に向けた準備が慌ただしく，悲しむ暇が
ないくらい忙しい状態になること。
葬儀における冷静な対応
葬儀のときには，落ち着いて周囲を観察したり泣いたりできる
など，冷静に対応できていること。
周囲へのイライラした態度
普段以上にイラつきや怒りを感じやすく，周囲に対してイライ
ラした態度を取りやすいこと。
落ち着きを取り戻しつ
つも負担となる手続き 落ち着きを取り戻す生活 葬儀後には，徐々に生活面の落ち着きを取り戻していくこと。
負担を感じながら進める手続き
親の死亡にともなって，名義変更手続きや相続の手続き，年金
の手続きなど，負担に感じながらも仕事の合間を見て煩雑な処
理を進めること。
故人を思い出す行動
日常生活の中でふと思い出すこと
日常生活を送る中で，ふとしたときに死別した親を思い出して
いること。
好きだったものを供えること
生前好きだったものをお供えして，亡くなった親がまだここに
いるという感覚を味わったり成仏を願ったりすること。
お盆や法事へのかかわり お盆や年忌など，死別した親の法事にかかわること。
ゆかりのある場所に行くこと
死別した親と関係のある場所に行ったり，親と一緒に旅行した
ところを訪問するなど，親のことを意識したり，思い出したり
すること。
※故人を思い出すものの回避 死別した親を思い出すものや場所，人などを避けること。
手続きが一段落
した後の生活
あまり変わらない生活
死別前と変わらない生活 死別前とあまり変わらない生活をするようになること。
心配事がひとつなくなる
親との死別により，それまで心配していたことのひとつが減る
こと。
変動がある生活
張り合いのない生活
親との死別後，張り合いがなくなったり，生活がだらしなくなっ
たりすること。
休みなく動き続ける生活
死別後は普段以上に慌ただしい生活を送り，休む暇もないほど
活動的になること。
※で表示した概念は，カテゴリーと同等の説明力を持つ概念
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（2）各カテゴリーと概念の説明
各カテゴリーとカテゴリーと同等の説明力を持つ２概念の定義について、典型的具体例を示し
説明する。対象者の語りは「　」内に斜体で文字を小さくして示した。語りが長い場合は、語り
の意味が損なわれないように（中略）として略し、わかりにくい箇所は（　）に研究者が言葉を補っ
た。文末の（　）内のアルファベットは、Table1 にある調査対象者を表す。
①『死別直後の気持ちの揺らぎ』
『死別直後の気持ちの揺らぎ』は、親との死別を経験した直後に【受け入れがたい気持ち】と【肯
定的な認知】の間で揺れながら、死別に対応していくことを示している。まず【受け入れがたい
気持ち】であるが、これは死別後に感じられる悲しく寂しい気持ちや後悔、自責の念といった気
持ちを示している。「自分にとって大したことではなくても、親が喜ぶことだったら、もっとしといてや
ればよかったかなぁとかね。（F）」、「全てに関して、ごめんなさいって感じで、なんか申し訳ないなってい
うのがすごくあって。（B）」
次に【肯定的な認知】であるが、これは死後の世界での幸せを願いつつ、親の人生はいい人生だっ
たという肯定的な思いや感謝の気持ちなどが湧き、また親子関係についての肯定的な捉え直しが
行われることを示している。「まあいい引き際だったんじゃないのかなって。（G）」「できることは自分でっ
ていうふうなところの精神っていうか、あれはもうほんとに見習わなきゃっていうのは思います。（A）」、「施
設に入って、薬で一時的に良くなった。私のこと思い出して、和やかに話せる期間が 1 年ちょっとあったの
が、私にとってとてもよかった。（I）」 
死別直後の気持ちは、【受け入れがたい気持ち】と【肯定的な認知】の間を揺れ動くものである8 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure １  中年期以降における親との死別後の悲嘆と適応のプロセス 
 
（２）各カテゴリーと概念の説明 
各カテゴリーとカテゴリーと同等の説明力を持つ２概念の定義について，典型的具体例
を示し説明する。対象者の語りは「 」内に斜体で文字を小さくして示した。語り 長い場
合は，語りの意味が損なわれないように（中略）として略し，わかりにくい箇所は（ ）
に研究者が言葉を補った。文末の（ ）内のアルファベットは，Table1 にある調査対象者
を表す。 
 
①『死別直後の気持ちの揺らぎ』 
『死別直後の気持ちの揺らぎ』は，親との死別を経験した直後に【受け入れがたい気持
ち】と【肯定的な認知】の間で揺れながら，死別に対応していくことを示している。まず
【受け入れがたい気持ち】であるが，これは死別後に感じられる悲しく寂しい気持ちや後
悔，自責の念といった気持ちを示している。「自分にとって大したことではなくても，親が喜
ぶことだったら，もっとしといてやればよかったかなぁとかね。（F）」，「全てに関して，ごめん
なさいって感じで，なんか申し訳ないなっていうのがすごくあって。（B）」 
i re １　 る と
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ことが明らかにされた。他方、死別直後から＜あまり変わらない気持ち＞の流れがあることも明
らかにされた。これは、気持ちの変化があまりないことを示している。なお、この概念に該当し
た者は男性のみであった。「たまらない気持ちっていう感じはならない。（中略）ほとんどの人が親を見送っ
てから逝くわけじゃないですか。それが自然なことなんだろうなと思ってましたから。（F）」
②『新たな関心』
『新たな関心』は、親との死別後に気持ちが落ち着いてくる中で、少しずつ【新たな関心】が芽
生えてくることを示している。まず【自分の死の意識化】であるが、これは人生に終わりがある
ことに直面化し、自分の死への関心が生まれ、死に対する準備を始めたりすることを示している。
「終わりがあるっていうのを、すごく受け止めたかなっていう。（中略）死っていうものを実感、実在するっ
ていうところを、自分で認めるという感じ。（E）」、「自分が亡くなった時どうするとか、（中略）そういうこ
とを考えますね。（D）」
次に【遺された家族に向かう関心】であるが、これは遺された親や配偶者、子どもといった家
族に対して思いが強くなることを示している。「母の生活が一変してるので、（中略）どこか一緒に行っ
たりする機会が増えましたね。（G）」、「家内に対してもちゃんと、今しかやれないことをしっかりやらなけ
ればいけないなっていう気持ちは、常にまあ持つようになってるので。（E）」、「（子どもが）生きていてくれ
る。いてくれるだけでいいんだっていう存在っていうのは、あるんだなっていう。（I）」
③ 『葬儀や各種手続きをこなしながらの生活』
行動や生活の流れについては、『葬儀や各種手続きをこなしながらの生活』がある。葬儀前後の
慌ただしい生活や各種手続きに冷静に対応しながら、故人を思い出したり回避したりすることを
示している。まず【葬儀前後の慌ただしい生活と冷静な対応】であるが、これは葬儀の準備など
で慌ただくしているが、冷静に対応することを示している。「亡くなって本当 1 週間とかくらいまでは、
本当にバタバタしてたので。悲しむってよりは、もう次々に、もうこなしていかないと。（D）」
次に【落ち着きを取り戻しつつも負担となる手続き】であるが、これは落ち着きを取り戻す生
活の中で、負担に感じながら手続きを進めることを示している。「（父の写真を見て）すっごく涙がボ
ロボロボロボロ出てきた。まあ、でも、逆を思うと、やっぱり涙を流す余裕があるぐらいの父の年齢でもあ
り、自分の年齢でもあり、落ち着きでもあったのかなって気持ちもしますね。（B）」、「やっぱり手続き。（中
略）通帳ひとつも、解約するのとかも、母のだけじゃなく、もう嫁に行った娘たちの印鑑も必要とか。やっ
ぱそれが実印じゃないとだめとか。もう一つひとつが面倒くさいっていうか。（D）」
また【故人を思い出す行動】であるが、ふと故人を思い出したり、好きだったものを供えたり、
また法事をしたり故人にゆかりのある場所に行ったりするなど、故人を思い出す行動を示してい
る。「父の事なんかはすごく思い出しますし、良い思い出としてほっこり持っている物としてずっと、いつ
も父と、そういう意味では一緒にいる感じなんです。（H）」、「昔から一つひとつの行事ってのはちゃんと意
味があるんだよって、その、心のね、整理のためにもってのは、本当にそうなんだなって感じました。（J）」
死別直後の行動として【故人を思い出す行動】が明らかにされたが、中には＜故人を思い出す
ものの回避＞をする者もいる。これは、死別した親を思い出すものや場所、人などを避けること
である。しかし回避については、カテゴリーとなるほどの多様な語りはみられなかった。「（ジムに）
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行ってなかったかもしれないね。（中略）ジム行ったら行ったでね、（中略）「お母さんどうした？元気？」
とかって言われて、「亡くなったの」なんて言うと、そこでボロボロボロ（涙が出る）とかね。（A）」
④ 『手続きが一段落した後の生活』
『手続きが一段落した後の生活』は、少しずつ生活に落ち着きを取り戻し【あまり変わらない生
活】を送る者と【変動がある生活】を送る者がいることを示している。まず【あまり変わらない
生活】であるが、これは死別前と変わらない生活を送るようになることである。「（親が亡くなっても）
あんまり変わらない。結局その入院してたりとか施設にいたりとか、一緒に生活してなかったから、いない
不在を実感するタイミングがない。（I）」
次に【変動がある生活】であるが、これは張り合いのない生活を送ったり、休みなく動き続け
る生活を送ったりすることを示している。「今はね、逆な意味で気楽になっちゃって、生活はだらしな
くなっちゃって、太りました。（中略）なんか張り合いがないというか。（A）」、「毎日何かに追われてる。（中
略）もう毎日毎日、その日の行事をこなすのにいっぱいで、もう夜になると明日の行事、ああ、これをこう
やってっていう、それの繰り返し。（J）」
４．考察
（1）死別後の気持ちの揺らぎの多様性
親との死別後の気持ちは、【受け入れがたい気持ち】と【肯定的な認知】との間を揺れながら整っ
ていく様子が示された。ただしその揺らぎ方は、比較的軽く揺らぐ程度の者から深く揺らぐ者ま
でいる。軽く揺らぐ場合は、後悔や悲しくつらい気持ちを感じながらも、これでよかったと納得
するような変化がみられる程度であるが、深く揺らぐ場合は、死別体験が大変つらいものとなっ
ており、自責の念を抱えながらも無理やりそれを納得させるように気持ちを変化させていた。
また、＜あまり変わらない気持ち＞の流れもみられた。この場合は親との死別は当たり前と捉
えられていることや、生前から親子の関係性が希薄であったことが考えられる。また、全員が男
性ということもあり、感情の表出の仕方に性差があることが関連していたのかもしれない。男性
は女性に比べて感情を抑制する方略を取りやすく（中島 , 2015）、親との死別においても女性に比
べて男性は感情反応がより短く小さいこと（Moss & Moss, 1989）が指摘されている。男性である
ことから、気持ちを表出しにくかった可能性が考えられる。
このように、中年期における親との死別による悲嘆の中には、様々な気持ちの揺らぎの形があり、
多様性があることが示唆された。
（2）死に対する意識と愛着関係の変化による再構成
親との死別直後の気持ちの揺らぎが落ち着くころには、【自分の死を意識化】するようになる。
心理臨床センター紀要　第19号
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親との死別により＜人生に終わりがあることへの直面化＞が促され、自分の死に向かって準備を
したり、最期を迎えるまでの生き方を考えたりするなど、＜自分の死への関心と準備＞がなされる。
これらは親との死別特有の反応と推察され、Neimeyer（2002 鈴木訳 2006）が指摘するような「こ
れまでに獲得した意味体系が覆されるような体験（意味の再構成モデル）」に類似しており、死に
ついて意味の再構成が行なわれていることが推察される。
また親との死別後には、【遺された家族に向かう関心】が強くなっていた。遺された親がいる場
合には、会う頻度が高くなったり頻繁に連絡を取ったりするようになる。また親以外の家族につ
いては、配偶者や子どもを大切に思う気持ちが出てくるなど、遺された家族への愛着関係を強く
するような意識・行動の変化がみられた。これらのことは、愛着対象である親との死別により、
遺された愛着対象である家族の重要性が再認識され、これまで以上に大切に思う気持ちが芽生え
やすいのではないかと考えられる。
このように、親との死別を経験することにより、【自分の死を意識化】することや、【遺された
家族に向かう関心】が強くなるなど、世界の再構成が活発に行なわれていることが示唆された。
（3）悲嘆の複雑化への防御因子に関する示唆
本研究では通常の悲嘆を扱ったことから、複雑な悲嘆の在り様とは異なる結果となっている。
例えば死別した親への執着があまりみられておらず、回避行動も顕著とはいえない。それらは悲
嘆の複雑化への防御因子と考えられるため、特徴的な点について考察する。
①　受け入れやすい死と予期悲嘆
親との死別直後は、多くの者が冷静に行動していた。このことは、中年期以降の親との死別が
自然なことであることに加え、予期悲嘆が関連していると考えられる。予期悲嘆とは、大切な人
の死が予測されるときに遺される者が陥る心理的な状態のことであるが（坂口 , 2011）、予期悲嘆
があることから準備ができており、そのことが死別後の悲嘆反応を弱め、適応を早めることにつ
ながっているのではないかと推察される。
②　親の死を肯定的に捉えようとする働き
本研究では、親の死について肯定的に捉えようとする様子が見られていた。例えば、親に長生
きしてほしかったと思っていたとしても「仕方ない」、「いい引き際」と、捉え直している。また
親子関係に葛藤があったとしても、死別前の関わりにおける良い経験を、顕著に肯定的なものと
して評価する傾向にあった。死別に対する納得感や社会的意味づけがなされ、親子関係を肯定的
に捉え直していることが特徴的である。
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③　愛着の移行対象があること
悲嘆が複雑化しやすい要因として愛着の問題が挙げられているが（中島 , 2015）、中年期以降の
親との死別は、愛着の移行対象があることにより、複雑化しにくいと推察される。年老いた親は
愛着の対象ではあるが、その質は子どもや配偶者との愛着と比較すると、相対的に弱い可能性が
ある。本研究からは、遺された愛着対象である家族に関心が向きやすいことが示されていたが、
これは親との死別による愛着喪失のリスクを、別の愛着対象との関係を強固にすることによって
補完していると考えられ、別の愛着対象の存在が、悲嘆の複雑化を防いでいる可能性が考えられる。
④　回避反応の少なさ
非適応的な回避行動は、悲嘆のプロセスを停止させ、複雑性悲嘆を引き起こす可能性が指摘さ
れているが（Shear, 2010）、本研究の結果からは、このような感情的な回避や回避行動はあまりみ
られておらず、むしろ【故人を思い出す行動】を積極的にとる者が多かった。このような顕著な
回避反応がないことが、悲嘆を複雑化させない要因の 1 つになっていることが推察される。
⑤　現在の生活への影響の少なさ
本研究の対象者は、全員が死別時に親と別居しているなど、親との物理的・精神的な距離があ
り、経済的な依存もなかった。これらのことから、死別による日常生活や経済的な影響は少なく、
悲嘆が複雑化するほどの影響がなかったことがうかがえる。
（4）研究の課題と今後の展望
本研究により、中年期以降の親との死別における悲嘆という通常の悲嘆とその適応プロセスの
一端が明らかにされ、また悲嘆の複雑化の防御因子についての示唆を得ることができた。
本研究の課題として調査対象者が少なかったことによるデータの不足から、本来 M-GTA の手
法において必要な理論的飽和にまでは達することができなかった。今後はサンプル数を増やすこ
とにより、理論的飽和に達したモデルに改善していくことが期待される。また本研究の対象者は、
死別による生活への影響が少ない者が多かった。同居の家族や被介護者との死別は複雑性悲嘆の
リスク要因と考えられていることもあり、そのような状態での親との死別がどのようなものであ
るかについては、今後明らかにしていきたい。 
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